
算
盤
主
義
で
経
済
社
会
を
斬
る
! 

週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
っ
て
こ
ん
な
雑
誌

週
刊ダイヤモンドと

日本経済
100年の歩み

満足度高める
編 集 長 が 語 る

編集部が振り返る！
特集満足度
ラ ン キ ン グ

先人に学ぶ！
100年間の誌面を彩った

大経営者たちの
言葉 松下幸之助

本田宗一郎
盛田昭夫　 　 　 　 …

7か条

充実の
連載・コラム

私達が作っています
編集部体制
のご紹介

実録＆密着！
週
刊ダイヤモンドが
できるまで
読者に聞きました
感想＆期待する記事

おトクな
定期購読の
ご紹介

こんな特集を
やってきた
中吊りコレクション

ダイジェ
スト
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001_図_グラフ活用方法.ai
00DWダイジェスト

須藤

製造業（自動車・電機・精密・部品）
建築・住宅・不動産関連

金融（銀行・証券・保険・リース）
IT情報通信
サービス業

官公庁・公益団体・NPO
化学・繊維・アパレル

コンサルティングサービス
大学、教育・研究機関

医薬・製薬
運輸関連・倉庫
流通・小売り
商社・商業
食品・飲料
エネルギー
農林畜産業
マスコミ関連

その他

業種

製造業が多く、続いて金融、住宅など

15.6
11.0
11.0

9.6
9.2

6.4
5.0

4.6
3.7
3.7

3.2
2.8
2.8

1.4
1.4
0.9

0.5
7.2

（％）

AI（人工知能）

生産性向上・RPA

IoT、IoE

リスクマネジメント・危機管理

イノベーション

CS・顧客満足

情報セキュリティー

企業変革

コーポレートガバナンス、内部統制

ビッグデータ、BI

デジタル変革

M&A、事業再生

人材・タレントマネジメント

コスト削減・TOC

CSR・環境・CSV

CRM

SFA

デジタルディスラプション

その他
＊複数回答

最先端技術、生産性
向上への関心が高い

「週刊ダイヤモンド」の活用方法
個人的な知識や教養を得るため

仕事のスキルアップや知識を得るため
ビジネスの実務上

経営を行う上での情報源として
その他

78.4
62.4

48.6
27.1

1.8＊複数回答

（％）

仕事のスキルアップ、ビジネスの実務に活用

53.7

46.8

36.2

33.5

29.8

28.4

28.0

25.7

22.5

22.0

21.6

21.1

20.2

17.4

6.4

4.6

2.3

2.3

3.2

（％）関心があるテーマ

　
正
２
（
１
９
１
３
）
年
５

月
10
日
、
東
京
・
八
丁
堀

の
小
さ
な
貸
間
で
、
31
歳

の
経
済
記
者
・
石
山
賢
吉
が
２
人
の
仲

間
と
共
に
「
経
済
雑
誌
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
」
を
創
刊
し
ま
し
た
。

　
そ
の
巻
頭
に
は
、
こ
う
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
本
誌
の
主
義
は
算
盤
の
二
字
を
以
て

尽
き
ま
す
。
本
誌
は
是
と
す
る
も
非
と

す
る
も
総
て
算
盤
に
拠
り
、
算
盤
を
離

れ
て
何
物
も
無
い
」

　

算
盤
─
─
す
な
わ
ち
数
字
を
全
て

の
根
拠
に
す
る
と
い
う
こ
と
。
現
代
風

に
言
え
ば
“
デ
ー
タ
主
義
”
と
い
う
わ

け
で
す
。

　

創
刊
の
辞
に
は
続
け
て
、「
本
誌
は
、

算
盤
を
以
て
如
何
な
る

有
価
証
券
に
投
資
す
る

の
有
利
に
し
て
、
ま
た

不
利
な
る
か
を
研
究
し
、

こ
の
方
面
の
人
々
に
向

か
っ
て
一
種
の
転
ば
ぬ

先
の
杖
を
提
供
し
ま

す
」
と
あ
り
ま
す
。

　
当
時
、
日
本
は
第
1

次
世
界
大
戦
時
の
好
景

気
と
株
投
資
ブ
ー
ム
に

沸
い
て
い
ま
し
た
。
そ

う
し
た
中
、
決
算
報
告

書
を
丁
寧
に
解
説
し
た

会
社
評
論
を
特
色
と
し
、

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
は

読
者
の
支
持
を
集
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
関
東
大
震
災
（
23
年
）
を

乗
り
越
え
、
第
2
次
世
界
大
戦
中
に
は

空
襲
に
よ
る
社
屋
焼
失
で
半
年
間
の
休

刊
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
の
、
終
戦

後
の
11
月
に
は
復
刊
を
遂
げ
、
55
年
か

ら
現
在
の
週
刊
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

高
度
経
済
成
長
、
バ
ブ
ル
景
気
と
そ
の

崩
壊
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
東
日
本

大
震
災
、
新
型
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
…
…

大
正
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
、
１
０

０
年
を
超
え
る
月
日
を
日
本
経
済
と
共

に
歩
ん
で
き
た
わ
け
で
す
。

　
現
在
、
約
50
人
を
抱
え
る
編
集
部
は
、

担
当
す
る
産
業
・
企
業
に
食
い
込
ん
で

他
紙
誌
に
先
駆
け
て
独
自
ニ
ュ
ー
ス
を

連
発
す
る
ス
ク
ー
プ
記
者
、
企
業
財
務

に
精
通
し
て
深
い
分
析
を
行
う
デ
ー
タ

ア
ナ
リ
ス
ト
、
図
版
や
イ
ラ
ス
ト
を
用

い
て
読
者
目
線
の
分
か
り
や
す
い
誌
面

を
構
成
す
る
編
集
者
な
ど
、
多
種
多
様

の
人
材
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　
創
業
者
の
石
山
は
「
事
実
の
前
に
情

実
な
し
」
と
の
言
葉
も
残
し
ま
し
た
。

創
刊
以
来
の
算
盤
主
義
に
裏
打
ち
さ
れ

た
「
デ
ー
タ
」
に
加
え
て
、
確
か
な
取

材
に
基
づ
く
「
フ
ァ
ク
ト
」
が
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
の
基
礎
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ

れ
ら
の
素
材
を
記
事
と
し
て
ま
と
め
上

げ
る
「
ロ
ジ
ッ
ク
」
を
伴
う
こ
と
で
、

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
価
値
が
生
ま
れ
ま

す
。
こ
の
「
デ
ー
タ
」「
フ
ァ
ク
ト
」「
ロ

ジ
ッ
ク
」
に
基
づ
い
て
経
済
社
会
を
斬

っ
て
い
く
の
が
「
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
」
の
真
骨
頂
と
い
え
ま
す
。

　
そ
の
証
し
と
し
て
、
書
店
で
販
売
さ

れ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
週
刊
誌
と
し
て
は
、

記
録
が
残
っ
て
い
る
93
年
以
降
、
27
年

連
続
で
販
売
部
数
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
誇

っ
て
い
ま
す
。

　
読
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
は
左
ペ
ー
ジ
図

の
通
り
。
各
産
業
に
満
遍
な
く
広
が
り
、

個
人
的
な
知
識
・
教
養
を
得
る
た
め
、

仕
事
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
実
務
の
た
め
な
ど
、
向
上
心
あ

ふ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
号
、
一
つ
の
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ

た
「
特
集
」
は
、
今
日
の
仕
事
に
活
き

る
即
効
性
の
あ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
役
立

つ
こ
と
請
け
合
い
で
す
が
、
大
事
な
の

は
、
読
み
続
け
る
こ
と
。
時
に
は
関
心

の
な
い
テ
ー
マ
の
特
集
号
が
あ
っ
て
も
、

毎
号
読
み
続
け
る
こ
と
で
、
自
分
も
気

付
か
な
か
っ
た
新
た
な
興
味
と
出
合
っ

た
り
、
知
識
の
幅
が
広
が
っ
て
い
く
は

ず
で
す
。

　
次
は
何
を
“
料
理
”
し
て
く
る
の
か

期
待
し
な
が
ら
次
号
を
待
つ
。
定
期
購

読
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

週 刊 ダ イ ヤ モ ン ド っ て こ ん な 雑 誌

大

H2_図_売上高グラフ.ai
00DWダイジェスト

須藤

書店・駅売店販売部数（ビジネス週刊誌）

＊1993年1月～2020年6月。日本ABC協会調べ

27年連続 書店で一番売れているビジネス週刊誌

1,093部

20,889部

24,401部

週刊東洋経済

週刊ダイヤモンド

日経ビジネス

2008
リーマンショック

1991
地価下落始まる
デフレの時代へ

1973
石油危機

1964
東京オリンピック

1956
日ソ共同宣言

1927
金融恐慌

1923
関東大震災

1913
護憲運動激化
第3次桂太郎内閣総辞職

1945
ポツダム宣言受諾

1941
真珠湾攻撃 太平洋戦争

1927年
5月1日号

1941年
12月21日号

1913年5月
「経済雑誌ダイヤモンド」創刊

1960年
9月6日号

1989年
1月21日号

1997年
12月6日号

2008年
10月11日号

1973年
10月6日号

1950年
7月11日号

1947年
5月1日号

「小さくとも相当の権威を持たせた
い」との思いを誌名に託し、1913
年に創刊した「ダイヤモンド」。以来、
100年を超える月日を、波乱曲折の
日本経済と共に歩んできました。

週刊ダイヤモンドと日本経済100年の歩み

創刊から１００年余を数える「週刊ダイヤモンド」は、
「データ」に基づく＂算盤主義＂で経済社会を鋭く分
析してきた。さらに確かな取材による「ファクト」と、
それを支える「ロジック」こそが、誌面作りの３本の
柱。こんなふうに読めば、あなたの力になるはず！

算盤主義で経済社会を斬る！
読み続けることが力になる
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富
裕
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
革
新
性
で
勝
負
し
て
き
た
テ

ス
ラ
が
、
い
よ
い
よ
「
量
産
」
と
い
う

レ
ガ
シ
ー
企
業
の
金
城
湯
池
に
攻
め
込

ん
で
き
た
。
２
０
０
０
万
台
計
画
は
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
な
ど
レ
ガ
シ
ー
企
業
に

対
す
る
“
最
後
の
挑
戦
状
”
だ
。

　
テ
ス
ラ
が
計
画
を
実
現
し
た
際
の
業

績
は
ど
う
な
る
の
か
。
東
海
東
京
調
査

セ
ン
タ
ー
の
杉
浦
誠
司
シ
ニ
ア
ア
ナ
リ

ス
ト
に
「
10
年
後
の
テ
ス
ラ
」
の
財
務

を
大
胆
に
試
算
し
て
も
ら
っ
た
。

　
二
つ
の
前
提
条
件
を
設
け
た
。
第
一

に
生
産
能
力
だ
。
工
場
の
フ
ル
操
業
時

の
稼
働
率
を
「
標
準
操
業
に
対
し
て
２

割
増
し
」
と
し
、
向
こ
う
10
年
で
１
７

０
０
万
台
の
能
力
を
増
強
す
る
と
仮
定
。

　
第
二
の
条
件
は
テ
ス
ラ
車
の
平
均
単

価
だ
。
テ
ス
ラ
に
は
１
０
０
０
万
円
前

後
の
高
価
格
帯
モ
デ
ル
、
５
０
０
万
～

６
０
０
万
円
の
低
価
格
帯
モ
デ
ル
な
ど

が
あ
る
が
、
２
０
２
４
～
25
年
に
か
け

て
２
・
５
万
㌦
（
約
２
６
０
万
円
）
の

廉
価
版
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
が
本
格

投
入
さ
れ
る
見
通
し
。
そ
の
た
め
、
平

均
単
価
は
30
年
に
か
け
て
急
落
す
る
。

　
で
は
、
実
際
に
業
績
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
見
て
い
こ
う
。

　
ま
ず
は
Ｐ
Ｌ
（
損
益
計
算
書
）
だ
。

特
筆
す
べ
き
点
は
、
30
年
12
月
期
の
テ

ス
ラ
の
売
上
高
営
業
利
益
率
が
意
外
に

も
「
６
・
８
％
」
と
伸
び
悩
ん
で
い
る

こ
と
。
ト
ヨ
タ
の
20
年
３
月
期
の
営
業

利
益
率
８
・
２
％
に
も
劣
る
水
準
だ
。

テ
ス
ラ
の
規
模
拡
大
戦
略
は
、
収
益
面

で
は
株
式
市
場
が
期
待
す
る
よ
う
な
好

影
響
を
も
た
ら
さ
ず
、「
普
通
の
会
社
」

に
成
り
下
が
っ
て
し
ま
う
。

　
収
益
を
圧
迫
す
る
最
大
の
要
因
は
、

研
究
開
発
費
の
増
加
だ
。
30
年
12
月
期

の
「
売
上
収
益
に
対
す
る
研
究
開
発

費
」
の
構
成
比
が
、
20
年
12
月
期
比
で

１
・
５
％
も
上
昇
し
て
い
る
。
車
種
モ

デ
ル
の
増
加
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開
発

負
担
の
増
加
が
影
響
し
て
い
る
。

　
次
に
Ｂ
Ｓ
（
貸
借
対
照
表
）
だ
。
30

年
12
月
期
の
総
資
産
利
益
率
（
Ｒ
Ｏ

Ａ
）
は
18
・
７
％
と
な
り
、
21
年
3
月

米テスラのイーロン・マスクＣＥＯが、２０３０
年までに年間２０００万台を生産する壮大な計画
をぶち上げた。「10年後のテスラ」の財務を独自
試算し、テスラに迫る壁をあぶり出した。

自動車業界が震撼する＂大風呂敷＂計画
テスラ2000万台の壁

テスラ vs トヨタ

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
テスラ2020年12月期

（予想）
テスラ30年12月期

（予想）
トヨタ自動車21年3月期

（予想）

北米　　　中国　　　その他（欧州、日本他）

テスラ
2020年
12月期
（予想）

30年
12月期
（予想）

流動資産 222 2,943

非流動資産 231 692

総資産 453 3,635

負債 359 1,571

うち有利子負債 137 103

自己資本 86 2,056
総資産回転率
(回/年） 0.8 2.7 
棚卸し資産回転率
(回/年） 7.0 8.0 
有形固定資産回転率
(回/年） 3.0 18.6 

ROE 16.4% 26.3%

ROA 税前利益ベース 4.5% 18.7%

自己資本比率 18.9% 56.5%

テスラ
2020年
12月期
（予想）

30年
12月期
（予想）

売上収益 320 8,800

営業利益 26 600 
当期純利益
(親会社所有者帰属） 13 477 

営業利益率 8.1% 6.8%

従業員数 6万人 40万人

資本支出 30 310 

減価償却費 23 270 

研究開発費 13.5 500 

売上高資本支出比率 9.4% 3.5%

売上高研究開発費比率 4.2% 5.7%

トヨタ
自動車
21年
3月期
（予想）

1,887

3,368

5,255

3,162

2,226

2,019

0.5

9.9

2.4

6.8%

3.2%

38.4%

トヨタ
自動車
21年
3月期
（予想）

2,453

123 

134 

5.0%

37万人

132 

83 

104 

5.4%

4.2%

比べて
みよう
！

（単位：億ドル）

（万台）

（単位：億ドル）

2020年
4〜6月
(万台)

前年同期比
増加率
（％）

20年
7〜9月
(万台)

前年同期比
増加率
（％）

テスラ 9.1 ▲4.8 14.0 43.6
トヨタ自動車 184.8 ▲31.8 251.9 ▲8.2
ホンダ 79.2 ▲40.0 125.3 1.0
日産自動車 64.3 ▲47.8 105.6 ▲16.9
スズキ 26.3 ▲64.4 70.2 4.8
マツダ 24.4 ▲30.9 33.4 ▲11.6
SUBARU 13.3 ▲49.3 23.0 ▲4.6
三菱自動車 13.9 ▲53.4 21.2 ▲27.9

4.68

販売台数
48万台
世界シェア

0.7%

電動車内シェア
9.6%

販売台数
963万台
世界シェア

3.4%

電動車内シェア
38.4%

販売台数
2000万台
世界シェア

16.7%

電動車内シェア
40.0%

平均単価
（万ドル）

5.56

vs vs

テスラは異次元の回復ぶり意外に低い
収益性

収益を圧迫する
最大の要因

驚異的な
資本効率

営業利益率6.8%の「普通の会社」になる? 「トヨタの２倍」を
販売する強気計画

テスラの販売台数と平均単価の予想

損益計算書 貸借対照表 

コロナ後の販売台数の比較

＊テスラは米国会計基準、トヨタは国際会計基準
＊1ドル＝106円で換算
出所：東海東京調査センターの杉浦誠司シニアアナリストによる試算

＊ 日系メーカーの販売台数はSUBARUは連結台数、三菱自動車は小売り台数、
その他はグループ販売台数

出所：東海東京調査センターの杉浦誠司シニアアナリストによる予想

「10年後のテスラ」の
PLとBSを大胆試算！

2020年12月5日号
特集「決算書100本ノック！」より

週 刊 ダ イ ヤ モ ン ド っ て こ ん な 雑 誌

データ、ファクト、
ロジックに基づいた

産業・企業の
深掘り分析記事が
本誌の真骨頂。
反響を呼んだ
本誌特集より、

ごく一部ですが、
お届けします。
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期
の
ト
ヨ
タ
の
３
・
２
％
と
比
べ
て
も
、

テ
ス
ラ
の
資
本
効
率
の
高
さ
が
際
立
つ
。

　
背
景
に
あ
る
の
は
、
生
産
ラ
イ
ン
の

自
動
化
と
労
働
生
産
性
の
高
さ
か
ら
く

る
効
率
性
だ
。
テ
ス
ラ
は
ト
ヨ
タ
の
設

備
投
資
の
７
掛
け
で
、
か
つ
ト
ヨ
タ
の

労
働
生
産
性
よ
り
６
割
高
い
想
定
に
な

っ
て
い
る
。
台
数
の
伸
び
の
割
に
は
設

備
投
資
を
節
約
で
き
、
収
益
規
模
拡
大

ほ
ど
に
は
総
資
産
が
膨
ら
ま
ず
、
Ｒ
Ｏ

Ａ
が
上
昇
し
て
い
る
の
だ
。

　
そ
れ
で
も
、
テ
ス
ラ
に
「
世
界
一
の

量
産
メ
ー
カ
ー
」
の
壁
が
立
ち
は
だ
か

っ
て
い
る
の
は
事
実
。
開
発
費
高
騰
に

よ
る
低
収
益
と
の
戦
い
は
不
可
避
だ
。

　
ま
た
、
杉
浦
氏
は
別
の
課
題
も
指
摘

す
る
。「
将
来
的
に
は
、
２
０
０
０
万
台

ク
ラ
ス
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
回
せ
る
だ
け
の
人
材
が
欠

如
す
る
」
と
の
懸
念
だ
。
マ
ス
ク
Ｃ
Ｅ

Ｏ
は
卓
越
し
た
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
は

あ
る
が
実
務
家
で
は
な
く
、
巨
大
量
産

メ
ー
カ
ー
を
運
営
す
る
幹
部
人
材
の
獲

得
に
苦
戦
す
る
と
い
う
見
立
て
で
あ
る
。

　
テ
ス
ラ
は
量
産
メ
ー
カ
ー
な
ら
で
は

の
壁
を
ど
う
乗
り
越
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

実
は
そ
の
手
段
こ
そ
、
ト
ヨ
タ
な
ど
旧

来
型
メ
ー
カ
ー
の
脅
威
と
な
り
得
る
。

　
手
段
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
効

率
化
を
推
し
進
め
る
こ
と
だ
。
製
造
ビ

ジ
ネ
ス
か
ら
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
や
モ
ビ

リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
で
稼
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
へ
の
転
換
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て

ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
を
起
こ
し
続
け
る
。

　
二
つ
目
は
、
テ
ス
ラ
が
業
界
再
編
を

主
導
す
る
こ
と
だ
。
２
０
０
０
万
台
と

は
、
テ
ス
ラ
が
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
覇
者
と

し
て
君
臨
す
る
世
界
で
あ
り
、
そ
の
頃

に
は
競
争
か
ら
脱
落
し
た
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
テ
ス
ラ
が
設
備
投
資
を
節
約
す
る
た

め
に
、
ま
た
優
秀
な
人
材
を
獲
得
す
る

た
め
に
、
脱
落
組
メ
ー
カ
ー
を
買
収
す

る
こ
と
は
、
テ
ス
ラ
が
最
強
王
者
と
な

る
“
最
短
ル
ー
ト
”
に
な
り
得
る
。

　
レ
ガ
シ
ー
企
業
代
表
の
ト
ヨ
タ
が
、

テ
ス
ラ
の
「
大
風
呂
敷
」
計
画
を
侮
れ

な
い
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
編
集
部
・
浅
島
亮
子

2010年、テスラとトヨタは
電気自動車の開発で資本・業
務提携したが、協業は進展せ
ず、現在は解消している

Bloomberg/Kiyoshi Ota

ここに掲載した以外にも力の込もった記事が満載。2020年
12月5日号「決算書100本ノック」特集の中吊り広告より。

Close Up：産業界・企業を取り巻くニュースの深層
を掘り下げて独自取材。

株式市場　透視眼鏡：株式投資家に、銘柄選びや株
価の動向見通しなどを分析・予測。

為替市場　透視眼鏡：FX、外貨投資家向けに相場
動向を分析、今後の展望を予測する。

金融市場　異論百出：日本を代表する日銀ウォッチャー
が金融政策の動向を分析・予測。

カラダご医見番・ライフスタイル編：生き生きとと働き
続けるための、身体と病気に関する正確な知識。

深堀圭一郎のゴルフＩＱを高めよう！：読めば必ず上手
くなる。ゴルフ界屈指の理論派によるレッスン。

新日本酒紀行：産地ごとに味は様々。全国各地の風
土を醸す日本酒の魅力に迫る。

Key Wordで世界を読む：世界中の最新ニュースか
ら英語のキーワードを厳選してお届け。

大人のための最先端理科：科学の面白さと可能性を
再発見。最新の知見を5名の科学者が紹介。

ダイヤモンド・オンライン発：ダイヤモンド・オンライン
の注目記事をダイジェストでお届け。

シリコンバレーの流儀：米シリコンバレーで活躍する投
資家、校條浩がその生態系を説き明かす。

永田町ライヴ！：政局の表も裏も知り尽くすコラムニスト
の後藤謙次、迫真のルポ。

政策・マーケットラボ：政治・マクロ経済・マーケット
の日々の動きを、専門家群が鋭く分析。

知を磨く読書：＂知の巨人＂佐藤優が、あなたの知的
好奇心をくすぐる3冊を紹介。

目利きのお気に入り：書店員が、目利きのプロならで
はのお気に入りの3冊を紹介。

オフタイムの楽しみ：ミステリー、教育、ファッション
…各界の識者が良書を幅広く選び評する。

イノベーターの育ち方：リスクを恐れず挑戦する若手
起業家たちが育った過程を深く探る。

ウォール・ストリート・ジャーナル発：これが世界標
準。米経済紙「ＷＳＪ」の記事を厳選して掲載。

数字は語る：さまざまな統計データの背景の読み解き方
を気鋭の専門家が伝授。

オフの役員：人生100年時代。経営者たちはどんなオ
フを過ごしているのか。

世界遺産を撮る：26年間で127カ国を訪れた写真家、
周剣生による世界遺産写真と撮影秘話。

充 実 の 連 載 ・ コ ラ ム
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特集満足度ランキング

海外モノは読まれない――。これは多くの経済メディアが共有
する経験則です。欧米では、中国ではという「出羽守」論法で
は、なかなか自分ごととして読んでもらえません。鍵となるのは、
アイコンとなる尖った人物に、海外のリアルを語ってもらう手法。
編集部には、誌面に登場していただきたい海外キーパーソン
のロングリストがいつもあります。

編集部は今、本誌と共にビジネス情報サイト「ダイヤモンド・オン
ライン」も運営しています。昨年から、雑誌作りからデジタルコン
テンツの担当になって雑誌の魅力を再認識しました。デジタルに
はスマートフォンを手に短時間で記事を読む読者に最適化した
良さがありますが、「見開き」を使った迫力のある大図版や一覧
性の高さは雑誌ならでは。ぜひその没入感を楽しんでください。

オンライン担当デスク
鈴木崇久

グローバル担当デスク
杉本りうこ

私
た
ち
が

作
っ
て
い
ま
す

  「
想
定
外
」と
い

う
言
葉
は
、歴
史

の
不
勉
強
に
よ
る

想
像
力
の
欠
如
か

ら
発
せ
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。日
常
で

も
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
こ
の
時
代
。あ
ら
た
め
て
歴
史
を
学
ぶ
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も「
日
本
史
」「
世
界
史
」と
い
う

区
分
け
は
、教
育
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
便
宜

上
、設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。し
か
し
、そ
れ

が
歴
史
を
学
ぶ
意
欲
を
失
わ
せ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。「
世
界
史
か
ら
日
本
史
を

捉
え
直
す
」こ
と
で
、歴
史
は「
つ
ま
ら
な
い
」

と
か「
興
味
は
あ
る
け
ど
遠
い
」と
い
う
思
い

込
み
を
覆
す
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
私
自
身
、元
々
歴
史
好
き
で
は
あ
り
ま

す
が
、昨
年
末
に
特
集
担
当
者
に
な
る
と
、

ク
リ
ス
マ
ス
も
大
み
そ
か
も
正
月
も
な
く
、

本
や
論
文
を
読
み
あ
さ
り
、研
究
者
に
会

い
、テ
レ
ビ
で
特
番
が
あ
れ
ば
逃
さ
ず
視
聴

と
、ひ
た
す
ら
歴
史
関
連
の
最
新
ト
レ
ン
ド

を
追
う
日
々
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
原
稿
」と
聞
け
ば「
元
寇
」の

光
景
が
頭
に
浮
か
ぶ
よ
う
に
な
り
、次
々
と

押
し
寄
せ
る
校
正
紙
を
赤
ペン
と
い
う
刀
を

手
に
無
我
夢
中
で
さ
ば
い
て
い
る
う
ち
に
、

ま
さ
か
の
高
熱
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。や
む

な
く
し
ば
し
の
戦
線
離
脱
。周
り
を
ヒ
ヤ
ヒ

ヤ
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
生
み
の
苦
し
み
が
あ
っ
た
特
集
で

す
が
、読
者
の
皆
さ
ま
に
と
って
は
、楽
し
み

な
が
ら
歴
史
を
学
ぶ
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

を
願
って
い
ま
す
。 特集担当

長谷川幸光

　
年
末
年
始
の

「
総
予
測
」特
集

は
、か
れ
こ
れ
30

年
近
く
続
く
、本

誌
の
恒
例
企
画
で
す
。５
年
連
続
で
こ
の
特

集
の
担
当
デ
ス
ク
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
以
前
は
毎
年
別
の
デ
ス
ク
が
担
当
し
て
い

た
の
で
、締
め
切
り
時
点
で
は
毎
年
、「
来
年

は
別
の
人
が
担
当
す
る
だ
ろ
う
」と
思
っ
て

や
っ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、こ
れ
も
毎
年
、

特
集
が
出
来
上
が
る
た
び
に
、未
来
の
担
当

者
の
た
め
に「
次
回
は
こ
う
し
た
方
が
い
い
」

と
い
う
ア
イ
デ
ア
や
改
善
点
を
書
き
留
め
て

き
ま
し
た
。

　
結
局
、そ
の〝
自
分
か
ら
の
手
紙
〞を
受
け

取
り
続
け
て
も
う
４
年
。５
年
目
の「
総
予

測
」は
、私
に
と
って
の
集
大
成
で
も
あ
り
ま

す
。全
２
６
４
ペ
ー
ジ
を
総
勢
１
４
０
人
が
予

測
す
る
、大
充
実
の
一
冊
と
な
り
ま
し
た
。

2019年12月28日・
2020年1月4日合併号

総予測2020

第2位第2位

　
美
辞
麗
句
が
並

び
、み
ん
な
が
幸
せ

に
な
る
イ
メ
ー
ジ

ば
か
り
が
膨
ら
む

「
働
き
方
改
革
」。し
か
し
、長
年
染
み
付
い

た
働
き
方
を
変
え
る
改
革
が
、生
易
し
い
も

の
で
あ
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
企
業
に
と
って
働
き
方
改
革
関
連
法
は
、

大
半
が
規
制
強
化
。そ
の
対
応
で
人
件
費
が

か
さ
ん
だ
り
、訴
訟
リ
ス
ク
を
負
っ
た
り
し

ま
す
。社
員
た
ち
も
、働
き
方
改
革
と
コ
ロ

ナ
危
機
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で「
新
型
リ
ス
ト
ラ
」

に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。そ
ん
な「
働
き
方
改
革
」

の
リ
ア
ル
な
実
態
を
取
材
し
、ま
と
め
上
げ

ま
し
た
。

　
そ
し
て
メ
デ
ィ
ア
業
界
も
例
に
漏
れ
ま
せ

ん
。昔
の
よ
う
な
ス
ポ
根
魂
で
突
き
進
む
ブ

ラ
ッ
ク
な
働
き
方
は
ご
法
度
だ
し
、コ
ロ
ナ
危

機
で
対
面
で
の
取
材
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
、

改
革
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。

2020年4月18日号

本当は怖い
働き方改革

第3位第3位

　
わ
れ
わ
れ
が

日
々
利
用
す
る
コ

ン
ビ
ニ
。そ
の
加
盟

店
オ
ー
ナ
ー
の
生

活
は
過
酷
で
す
。過
労
死
の
リ
ス
ク
に
さ
ら

さ
れ
な
が
ら
、24
時
間
身
を
粉
に
し
て
働

い
て
も
、人
件
費
の
高
騰
で
収
入
は
減
少
の

一
途
で
す
。

　
し
か
し
、苦
し
い
の
は
加
盟
店
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品

の
開
発
で
厳
し
い
取
引
条
件
に
泣
く
食
品

メ
ー
カ
ー
や
、ノ
ルマ
に
追
わ
れ
る
本
部
社
員

も
い
ま
す
。

　一
方
、コ
ン
ビ
ニ
本
部
の
バッ
ク
に
は
、親
会

社
で
あ
る
大
手
総
合
商
社
が
君
臨
。食
物

連
鎖
の
頂
点
に
存
在
す
る
か
の
ご
と
く
、配

当
金
に
加
え
て
商
流
の
隅
々
に
入
り
込
み
、

収
益
を
手
に
す
る「
搾
取
の
連
鎖
」を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。そ
ん
な
、便
利
さ
の
裏
側
に
あ
る

構
造
問
題
を
解
き
明
か
し
ま
し
た
。

2020年3月7日号

コンビニ
搾取の連鎖

第5位第5位

　
か
つ
て
日
本
で

は「
読
み
書
き
そ

ろ
ば
ん
」が
、誰
も

が
備
え
て
お
く
べ

き
能
力
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

現
代
で
は
決
算
書
の
読
解
能
力
が
全
て
の

働
く
人
の
必
須
ス
キ
ル
と
い
え
ま
す
。

　
本
誌
も
こ
れ
ま
で
、手
を
変
え
品
を
変

え
、決
算
書
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
知
識
を
分
か

り
や
す
く
解
説
す
る
特
集
を
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、今
回
は
財
務
３
表
が
自
然
と
理
解

で
き
る「
小
説
仕
立
て
」の
形
式
に
し
ま
し

た
。何
者
か
に
襲
撃
さ
れ
た
経
済
部
の
新
聞

記
者
が
、粉
飾
、上
場
な
ど
の
企
業
の
財
務

ト
リ
ッ
ク
を
暴
い
て
い
く
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ

の
物
語
で
す
。

　
も
っ
と
も
、「
こ
の
特
集
は
締
め
切
り
に
間

に
合
う
の
だ
ろ
う
か
」と
、誰
よ
り
も
ハ
ラ
ハ

ラ
ド
キ
ド
キ
し
た
の
は
、書
い
て
い
た
私
自
身

で
す
が…

…

。
2020年2月1日号

会計＆
ファイナンス

2020年2月15日号

世界史で
わかる日本史

※ランキングは、本誌定期購読者モニターへの満足度調査
　（週刊ダイヤモンド2019年12月28日・2020年1月4日合併号～2020年6月27日号分）を基に算出した。
※「読者モニターより」は個人の感想として記載したものです。

特集満足度
ランキング
編集部が振り返る!

2020年1月～2020年6月

特集
Special
Feature

週刊ダイヤモンド 編集部体制のご紹介 PART

1

特集担当
清水量介

特集担当
堀内 亮

特集担当
岡田 悟

特集担当
清水量介

読者モニターより 日本は世界と連動しています。今回の特集で、「日本史」
は「世界史」というシステムの中で機能し動いていることが分かり、歴史の学
び方、楽しみ方が無限に広がりました。（70代／男性）

読者モニターより 年末恒例の総予測は大変参考にしています。前年分
も保存しており、実態とどの程度乖離があったか自分なりの認識を深めてい
ます。その意味で、新年からの業務のネタとなる特集です。（50代／男性）

読者モニターより テレワークで働かないおじさんの新型リストラが始まる
という指摘は、採用の現場に携わる者としてとても得心するものだった。企
業はリストラのいいチャンスが到来したと思う。（40代／男性）

読者モニターより 身近にあるコンビニ店の裏事情や実態がよく分かっ
た。何げなく買っているＰＢ商品に、生産者側の苦労、痛みが詰まっているこ
とを知らなかったが、〝便利なコンビニ〟を見る目が変わった。（60代／男性）

読者モニターより 物語形式という斬新な作りの特集で感心しました。数
字を並べただけの無味乾燥な特集だとへきえきしてしまいますので、毎回と
は言いませんが、ひねりの効いた特集作りに期待します。（20代／女性）

「週刊ダイヤモンド」の最大の売りは、
読者の方々を飽きさせない、
バラエティーに富んだ大特集。
2020年上半期を彩った第1特集の中で、
定期購読者の皆さんの評価が高かった号について、
担当編集者が振り返ります。

第1位第4位第4位

でわのかみ
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特集満足度ランキング

私
た
ち
が

作
っ
て
い
ま
す

企業・産業テーマ以外の多彩な企画や、業界横断的な特集を担
当しています。私は雑誌が大好きで、これまで30誌ほど定期購読
してきました。ですので、つまらない号が届いたときの寂しさ、怒りは
身に染みています。だからこそ毎号全力投球です。特に編集部の
全員が参加し、その持てる力を結集した「決算書関連」や「総予
測」などの特集は、きっとご満足いただけると思います。

企画担当デスク
清水量介

事件や災害が起きてから取材がスタートする新聞の事件記者と
は違い、経済誌の記者には「想定外のニュース」なんてあってはな
りません。普段から企業・行政の幹部を取材する中で「この企業の
将来を考えれば、あの企業と提携する公算が大きい」といった〝仮
説〟を常に立てているからです。仮説の蓄積と事前準備に裏打ち
された、独自分析をお届けします！

ニュース担当デスク
浅島亮子

　
デ
ジ
タ
ル
の
世

界
に
無
料
の
情
報

が
あ
ふ
れ
る
中
、

読
者
が
お
金
を

払
っ
て
ま
で
読
む
価
値
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

と
は
何
か
、常
に
問
い
な
が
ら
特
集
作
り

を
し
て
い
ま
す
。

　
読
者
満
足
度
を
高
め
る
た
め
、私
自
身

が
意
識
し
て
き
た
の
が
、①
こ
こ
で
し
か

読
め
な
い
独
自
情
報
が
あ
る
か
、②
通
説

を
覆
す
逆
張
り
発
想
が
あ
る
か
、③
時
宜

を
得
た
企
画
か
、④
知
的
好
奇
心
を
刺

激
す
る
内
容
か
、⑤
教
養
と
し
て
必
須
度

は
あ
る
か
、⑥
自
分
ご
と
と
し
て
切
迫
度

は
あ
る
か
、⑦
読
者
目
線
の
分
か
り
や
す

い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
か
、と
い
う
特
集
企
画

の
７
カ
条
で
す
。

　
２
０
２
０
年
上
半
期
の
定
期
購
読
者
に

よ
る
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
。１
位
は「
世
界

史
で
わ
か
る
日
本
史
」で
し
た
。

　
こ
の
特
集
は
②
、④
、⑤
を
満
た
し
た

も
の
と
い
え
ま
す
。か
つ
て
学
校
で
身
に
付

け
た
歴
史
的
通
説
は
、新
た
な
発
見
に

よ
って
大
き
く
変
わ
って
い
る
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。歴
史
好
き
を
自
任
す
る

長
谷
川
編
集
委
員
が
担
当
し
た
特
集
は
、

そ
う
し
た
新
解
釈
も
満
載
で
、知
的
好
奇

心
を
く
す
ぐ
る
内
容
で
し
た
。 　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
世

界
中
で
猛
威

を
振
る
う
中
、

４
月
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ

ま
し
た
。危
機
の
長
期
化
に
よって
大
恐

慌
が
来
る
の
か
、そ
れ
と
も
超
金
融
緩
和

と
超
財
政
支
出
に
よ
る
バ
ブ
ル
相
場
が

到
来
す
る
の
か
│
│
。資
産
防
衛
に
とっ

て
無
視
で
き
な
い
、世
界
経
済
と
金
融
市

場
の
現
状
を
徹
底
取
材
し
ま
し
た
。

　
ど
ん
な
に
不
確
実
な
局
面
で
も
、現

状
を
認
識
し
自
分
の
シ
ナ
リ
オ
を
持
つ

者
こ
そ
が
活
路
を
見
い
だ
せ
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

2020年4月25日号
コロナで激変！世界経済＆投資術第6位

第8位

第10位

第7位

第9位

第6位

　
２
位
の「
総
予
測
２
０
２
０
」は
年
末
年

始
の
定
番
で
、５
年
連
続
で
同
特
集
の
担

当
を
務
め
た
清
水
副
編
集
長
が
、⑦
読
者

目
線
の
分
か
り
や
す
い
パッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
を

突
き
詰
め
た
も
の
で
す
。

　一
方
で
、業
界
担
当
記
者
が
、現
場
か
ら

す
く
い
上
げ
て
き
た
情
報
を
基
に
作
り

上
げ
た
特
集
も
上
位
に
入
り
ま
し
た
。３

位
の「
本
当
は
怖
い
働
き
方
改
革
」や
４
位

の「
コ
ン
ビ
ニ 

搾
取
の
連
鎖
」が
そ
れ
に
当

た
り
ま
す
。

　
ま
た
、５
位
の「
会
計
＆
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」

は
、教
養
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、実
学
の
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
特
集
で
、こ
れ
も
わ
れ
わ
れ
が

得
意
と
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
半
年
間
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

週刊ダイヤモンド 編集部体制のご紹介 PART

2

　
コ
ロ
ナ
禍
の

強
烈
な
逆
風

が
、働
く
世
代

の
家
計
を
む

し
ば
み
、多
く
の
人
の
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
が一

変
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。足
元

で
渦
巻
く
収
入
減
へ
の
不
安
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、不
況
が
長
引
く
ほ
ど
、老

後
生
活
が
危
ぶ
ま
れ
る〝
定
年
危
機
〞

も
高
ま
り
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
、会
社

が
定
年
ま
で
面
倒
を
見
て
く
れ
る
時

代
は
過
ぎ
去
っ
て
い
ま
し
た
。〝
老
後
破

綻
〞に
陥
ら
な
い
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
徹

底
解
説
し
ま
し
た
。

2020年5月23日号
収入激減＆定年危機

第8位

　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、多
く
の

消
費
が〝
蒸
発
〞

し
ま
し
た
。そ
れ
に
加
え
、固
定
費
率
の

高
い「
衣
・
食
・
泊
」の
業
界
で
は
、コ
ロ
ナ

倒
産
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い
ま
す
。そ

こ
で
、ホ
テ
ル
や
外
食
、自
動
車
、鉄
道
、

燃
料
、家
電
、ア
パ
レ
ル
な
ど
18
業
界
に

つ
い
て
徹
底
分
析
。さ
ら
に
、９
人
の
経

営
者
に
生
き
残
る
た
め
の
戦
略
を
聞
き

ま
し
た
。

　「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ・ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」時

代
を
生
き
抜
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
詰

ま
っ
た
特
集
で
す
。

2020年6月20日号
コロナ倒産連鎖第10位

　
創
業
１
０

１
年
の
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
に
再
び

経
営
危
機
が

迫
って
い
ま
す
。事
業
軸
を
担
当
す
る
五

つ
の
カ
ン
パ
ニ
ー
全
て
の
業
績
が
振
る
わ

ず
、時
価
総
額
は
、20
年
前
と
比
べ
て
実

に
半
分
以
下
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。

　
同
社
を
む
し
ば
ん
で
い
る
の
は
、大
企

業
病
と
も
い
え
る「
老
化
現
象
」で
す
。パ

ナ
ソ
ニッ
ク
の
重
大
課
題
を
通
じ
て
、日

本
の
多
く
の
レ
ガ
シ
ー
企
業
が
抱
え
る

「
老
衰
危
機
」の
実
態
を
浮
き
彫
り
に
し

ま
し
た
。

2020年1月25日号
パナソニック 名門電機の凋落第7位

　
純
金
融
資

産
１
億
円
以

上
の
富
裕
層

は
、約
１
２
７

万
世
帯
に
達
し
ま
す
。そ
し
て
、先
祖

代
々
の
土
地
を
受
け
継
ぐ
地
主
や
同

族
企
業
の
オ
ー
ナ
ー
と
いっ
た
伝
統
的

な「
親
リ
ッ
チ
」と
、株
や
不
動
産
な
ど
へ

の
投
資
で
一
代
で
財
を
成
し
た「
成
り

上
が
リ
ッ
チ
」の
二
つ
に
大
別
で
き
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
価
値
観
を

持
ち
、日
々
の
生
活
を
送
って
い
る
の
か
。

そ
の
お
金
事
情
と
、国
税
当
局
と
イ
タ

チ
ご
っ
こ
を
繰
り
広
げ
る
節
税
の
実
態

に
迫
り
ま
し
た
。

2020年2月8日号
富裕層の金・節税

第9位

編集長
山口圭介

満
足
度
高
め
る
7
カ
条

話
題
の
多
様
さ
が
強
み

特集担当
杉本りうこ

特集担当
竹田幸平

特集担当
新井美江子

特集担当
中村正毅

特集担当
大矢博之

週刊ダイヤモンド 特集満足度ランキング
2020年1月～2020年6月
順位

1
掲載号／特集タイトル

第1特集 世界史でわかる日本史

第1特集 総予測20202

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

第1特集 本当は怖い働き方改革

第1特集 コンビニ 搾取の連鎖

第1特集 会計＆ファイナンス

第1特集 コロナで激変！世界経済＆投資術

第1特集 パナソニック 名門電機の凋落

第1特集 収入激減＆定年危機

第1特集 富裕層の金・節税

第1特集 コロナ倒産連鎖

第1特集 資金繰り破綻！倒産連鎖

第1特集 健康診断のホント

第1特集 外食の王様

第2特集 在宅勤務のメンタル危機

第2特集 15兆円の洋上風力バブル

第2特集 アップルの呪縛 日の丸液晶JDI

第2特集 新・村上ファンドの正体

第2特集 ソフトバンク 巨額赤字の惨禍

第2特集 キッコーマン最強〝同族経営〟の錬金術

第2特集 コロナで激増 チョコレート需要

2020年
2月15日号 

2019年12月28日・
2020年1月4日合併号 

2020年
4月18日号 

2020年
3月7日号 

2020年
2月1日号 

2020年
4月25日号 

2020年
1月25日号 

2020年
5月23日号 

2020年
2月8日号 

2020年
6月20日号 

2020年
3月28日号 

2020年
4月4日号 

2020年
1月11日号 

2020年
6月6日号 

2020年
1月11日号 

2020年
2月1日号 

2020年
3月28日号 

2020年
5月30日号 

2020年
4月11日号 

2020年
6月13日号 

の
感
染
拡
大
が
、世
界
経
済
と
あ
ら
ゆ
る

産
業
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
し

た
。そ
の
た
め
、コ
ロ
ナ
関
連
の
特
集
を
数

多
く
打
ち
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。そ

の
中
に
あ
って
、第
２
特
集
で
は
多
彩
な
話

題
を
取
り
上
げ
る
よ
う
、心
掛
け
て
き
ま

し
た
。14
位
以
降
は
全
て
第
２
特
集
の
タ

イ
ト
ル
が
占
め
て
い
る
よ
う
に
、こ
う
し
た

話
題
の
広
さ
が
本
誌
の
特
徴
で
す
。

　
約
50
人
か
ら
成
る
編
集
部
に
は
、深
い

取
材
が
得
意
な
部
員
か
ら
編
集
力
に
長

け
た
部
員
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
強
み
を

持
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
す
。そ
ん
な
多
様

性
を
武
器
に
、今
後
も「
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
」で
し
か
読
め
な
い
特
集
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「在宅勤務のメンタル危機」「15兆円の洋上風力バブル」など、
特定のテーマに深く切り込んだ第2特集も高い支持を得ている
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中吊りコレクションPART① 特集編 毎週、毛色の異なるテーマを  深堀りしてお届け！ 最近のラインナップから注目を集めた特集をご紹介します

2021年2月20日号 2020年9月19日号

2021年1月30日号 2020年8月22日号

2020年11月14日号 2020年4月18日号

2020年10月3日号 2020年2月15日号

2021年2月13日号 2020年9月5日号

2020年8月1日号 2020年7月25日号

2020年10月17日号 2020年3月7日号

2020年9月26日号 2020年1月25日号



実録&密着！実録&密着！

週刊ダイヤモンドができるまで
約50人の編集部員と制作部員、さらにデザイナーに校正者、 印刷会社に封入会社、物流会社…
多くの人々の手を介して本誌は出来上がります。その工程を 追い掛けました。

▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶

▶▶
▶▶

▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶

▶
▶▶
▶▶▶

▶▶▶▶▶▶

▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶▶▶▶▶▶▶

▶▶
▶▶▶▶

▶▶▶

▶▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶

▶▶

▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶

▶▶

チームごとに取材の成果を
共有。ニュース記事として出
すか、特集企画に仕立てる
か、仲間の意見も聞きながら
練り上げていきます。

3

4

5

6

8

7

9

10

1112

14 毎週、事故なく雑誌を出し続
けるために、進行管理は超
大事。大型モニターで状況
を逐一チェックします。未入
稿のページは一目瞭然。

会議の結果を編集部全員に
通知。ビジネスチャットアプリ
の「slack」が大活躍。

進行中の企画について、新しいアイ
デアや気が付いたことがあれば、編
集長が担当者を呼び止めて即席の
ミーティングが始まります。

デザイナーと特集担
当者、営業担当者も加
わって、表紙のデザイ
ンを決めます。読者の
目を引き、内容をスト
レートに伝えるには？

編集長と副編集長が、それぞれの
チームから上がってきた企画を検
討。特集企画が決まるまで、深夜に
なろうとエンドレスで続きます。

2

原稿と同じくらい大事な
のが図や表。記者が自ら
考え、手描きした絵などを
基に、デザイナーがきれい
に仕上げていきます。

新聞広告や電車の中づり広
告、書店に掲示するポスター
を作るのも、編集長と特集担
当者の仕事。コピーライター
の才能も求められる？

編集部の手を離れて印刷工場へ。巨大なロー
ル紙（本誌専用の特注紙）に片面8ページ分、両
面で合計16ページごとに超高速印刷します。

指定された行数に合わせて原稿を執
筆。ここまでくると締め切り時間との
勝負。脱稿後、デスクに突っ伏して仮
眠を取る姿も編集部の日常風景。

赤ペンと電子辞書、用字用
語集は校正・校閲者の必携
アイテム。全ての原稿を複
数人・複数回でチェックし
て、ミスを未然に防ぎます。

梱包

続いて物流工場へ移送。封入機
でビニールの封筒に包み、圧着
され、宛名ラベルも自動で貼られ
ます。最後に発送エリアごとに仕
分けされていきます。

13

出荷
待ち受けていたトラックに
載せて出荷。速やかに皆さ
んの元までお届けします。

記者会見に個別イン
タビュー、夜討ち朝
駆けに会食での情
報交換……。貪欲か
つ地道な取材で、本
誌だけが知る事実を
つかみます。

1

取材

図版作り

広告制作

梱包

原稿執筆

デスク会議ミーティング

部会

進行管理

校正・下版

印刷

指示

表紙会議

START
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2018年12月8日号 2016年6月25日号

2017年12月9日号 2015年6月27日号

2017年11月18日号 2015年10月30日号

2017年8月26日号 2013年9月21日号

2018年4月7日号 2016年4月16日号

2017年11月25日号 2015年3月21日号

2017年10月14日号 2014年5月3・10日合併号

2016年9月10日号 2013年5月25日号



17　週刊ダイヤモンド ダイジェスト 週刊ダイヤモンド ダイジェスト　16

特集2 先人に学ぶ

　
慶
應
義
塾
大
学
在
学
中
に
福
沢
諭
吉

の
次
女
と
結
婚
、
福
沢
家
の
婿
養
子
と

な
っ
た
福
沢
桃
介
は
、
日
露
戦
争
後
の

株
式
相
場
で
財
を
成
し
、
そ
の
資
金
を

元
手
に
電
力
事
業
に
参
入
、
さ
ら
に
ガ

ス
、
鉄
道
、
紡
績
、
製
鋼
な
ど
多
く
の

　
三
井
銀
行
か
ら
富
岡
製
糸
場
支
配
人

に
転
じ
た
後
、
王
子
製
紙
の
初
代
社
長

を
務
め
「
日
本
の
製
紙
王
」
と
呼
ば
れ

る
藤
原
銀
次
郎
。
大
正
最
後
の
年
、
１

９
２
６
年
６
月
１
日
号
に
「
粗
製
濫
造

的
工
業
」
と
題
さ
れ
た
藤
原
の
談
話
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
藤
原
は
「
日
本
の
商
品
は
世
界
に
有

名
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
粗
製
濫

造
な
る
が
故
に
、
有
名
な
の
で
あ
る
」

と
憂
え
て
い
る
。

　
も
の
づ
く
り
に
誇
り
を
持
つ
日
本
だ

が
、
昔
か
ら
世
界
か
ら
称
賛
さ
れ
る
レ

ベ
ル
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

「
鉛
筆
１
本
に
し
て
も
、
外
見
は
欧
米

品
そ
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
使
用
し
て
み

る
と
、
鉛
芯
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
あ
る
。
消

し
ゴ
ム
は
付
い
て
い
て
も
、
字
が
消
え

な
い
。
外
見
の
模
倣
は
上
手
で
も
、
品

質
が
悪
い
の
が
日
本
の
工
業
で
あ
る
」

　
評
判
が
悪
か
っ
た
の
は
、
日
本
製
品

だ
け
で
は
な
い
。
藤
原
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
を
訪
問
し
た
際
に
、
現
地
の
人
に

　
阪
急
電
鉄
、
宝
塚
歌
劇
団
、
阪
急
百

貨
店
、
東
宝
な
ど
阪
急
東
宝
グ
ル
ー
プ

を
創
業
し
た
小
林
一
三
。
当
初
、
阪
急

沿
線
を
“
地
元
”
に
し
て
い
た
小
林
が
、

東
京
・
日
比
谷
に
東
京
宝
塚
劇
場
を
開

場
し
た
の
は
１
９
３
４
年
１
月
の
こ
と
。

そ
の
後
、
近
隣
の
有
楽
座
、
日
本
劇
場
、

帝
国
劇
場
を
傘
下
に
収
め
、
37
年
に
は

東
宝
映
画
を
設
立
。
日
比
谷
一
帯
を
巨

大
な
劇
場
街
に
発
展
さ
せ
た
。

　
34
年
２
月
21
日
号
で
は
、
こ
れ
ら
の

計
画
に
先
立
っ
て
小
林
が
「
私
の
画え

が

く

大
劇
場
街
と
国
民
劇
の
将
来
」
と
題
し

た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
て
い
る
。

「
私
が
東
京
に
来
て
感
じ
た
こ
と
は
、

東
京
に
明
る
く
、
清
く
、
美
し
い
歓
楽

境
が
な
い
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
へ
い
く
と
、
大
阪
で
は
道
頓
堀
、

千
日
前
、
さ
ら
に
そ
れ
が
南
の
方
に
延

び
て
い
っ
て
楽
天
地
が
あ
る
。
ま
た
郊

外
に
は
、
浜
寺
も
あ
れ
ば
、
私
の
方
の

宝
塚
も
あ
り
、
阪
神
沿
線
に
は
甲
子
園

が
あ
る
と
い
う
ふ
う
で
、
イ
ン
テ
リ
な

事
業
に
携
わ
っ
た
。

　
投
資
家
、
ま
た
実
業
家
と
し
て
、
明

治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
日
本
産
業
界

の
中
心
に
い
た
人
物
だ
が
、
そ
の
福
沢

が
１
９
１
７
年
３
月
１
日
号
掲
載
の

「
財
界
の
盲
従
病
」
と
題
さ
れ
た
談
話

「
日
本
製
品
が
粗
製
で
あ
る
の
と
同
様
、

日
本
人
そ
の
も
の
も
粗
製
だ
」
と
指
摘

さ
れ
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
と
い
う
。

　
そ
し
て
「
少
な
く
と
も
昔
の
日
本
人

は
、
す
こ
ぶ
る
優
秀
な
、
世
界
に
誇
る

べ
き
技
術
家
で
あ
っ
た
」
と
嘆
い
て
い

る
。
当
時
、
藤
原
は
56
歳
。「
昔
は
良
か

っ
た
の
に
、
今
は
…
…
」
と
い
う
論
は
、

い
つ
の
時
代
に
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、「
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
」
に
対
す
る
答
え
と
し
て
、「
工
業

と
は
手
だ
け
で
な
く
『
精
神
で
作
る
』

と
こ
ろ
に
そ
の
尊
さ
が
あ
る
の
だ
か
ら
、

技
術
を
練
る
だ
け
で
な
く
精
神
も
向
上

せ
よ
」
と
結
ん
で
い
る
。

「
昔
は
良
か
っ
た
」
に
加
え
て
精
神
論

に
帰
着
す
る
と
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か

前
時
代
的
に
過
ぎ
る
気
も
す
る
が
、
後

に
「
日
本
ブ
ラ
ン
ド
」
に
向
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
評
価
は
、
日
本
人
の
精
神

性
や
美
意
識
に
対
す
る
信
頼
で
も
あ
っ

た
と
考
え
る
と
、
決
し
て
的
外
れ
で
は

な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。

り
、
若
い
人
な
り
の
遊
び
に
行
く
場
所

が
、
相
当
に
充
実
し
て
い
る
。

　

東
京
は
、
も
っ
と
大
き
な
都
会
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
衆
の
集
ま
る

所
は
浅
草
よ
り
な
い
」

　
当
時
、
浅
草
を
手
中
に
収
め
て
い
た

の
は
松
竹
だ
。「
こ
の
浅
草
は
ど
う
か
と

い
え
ば
、
あ
ま
り
に
下
等
で
あ
る
」
と

小
林
は
歯
に
衣
着
せ
ず
挑
発
す
る
。

「
少
し
低
級
過
ぎ
て
、
相
当
の
家
庭
の

人
、
相
当
の
教
養
が
あ
る
人
に
は
浅
草

は
食
い
足
り
な
い
。
東
京
の
ど
こ
か
適

当
の
場
所
を
選
び
、
そ
の
所
に
一
つ
、

比
較
的
高
尚
な
娯
楽
地
帯
を
つ
く
る
と

い
う
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
世
の
中
で

は
必
要
な
事
業
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」。

そ
し
て
白
羽
の
矢
を
立
て
た
の
が
丸
の

内
だ
っ
た
。

「
私
は
丸
の
内
の
神
聖
な
場
所
に
、
各

種
の
官か
ん
衙が

あ
り
銀
行
会
社
あ
り
、
そ
こ

に
出
入
り
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
た
め

に
、
高
尚
な
娯
楽
地
帯
を
つ
く
る
」
と

意
気
込
み
を
述
べ
て
い
る
。

記
事
で
、
日
本
社
会
は
「
元
老
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
な
功
績
の
あ
る
長
老
に
盲

従
す
る
者
ば
か
り
だ
と
警
告
し
て
い
る
。

「
み
ん
な
盲
従
病
に
か
か
っ
て
い
る
の

だ
。
世
の
中
に
は
よ
ほ
ど
バ
カ
な
者
が

多
い
と
見
え
る
」

　
福
沢
が
名
指
し
す
る
「
元
老
」
の
代

表
格
が
、
政
界
で
は
山
縣
有
朋
、
実
業

界
で
は
渋
沢
栄
一
だ
。
渋
沢
は
「
日
本

資
本
主
義
の
父
」
と
称
さ
れ
る
大
実
業

家
だ
が
、
そ
ん
な
人
物
に
容
赦
な
く
苦

言
を
呈
し
て
い
る
。

「
実
業
界
は
、
渋
沢
に
よ
っ
て
支
配
さ

れ
る
、
渋
沢
に
盲
従
し
な
け
れ
ば
偉
く

な
れ
ぬ
と
い
う
傾
向
で
あ
る
。
要
す
る

に
く
っ
つ
い
て
お
供
す
る
者
が
バ
カ
で

あ
る
」

　
記
事
中
で
福
沢
が
例
示
す
る
の
は
、

東
京
商
業
会
議
所
（
現
東
京
商
工
会
議

所
）
の
会
頭
人
事
。
渋
沢
が
初
代
会
頭

を
務
め
た
肝
い
り
の
組
織
だ
が
、
当
時
、

２
代
目
会
頭
の
中
野
武
営
が
辞
め
る
こ

と
に
な
り
、
後
任
人
事
が
注
目
さ
れ
て

い
た
。

　
と
こ
ろ
が
藤
山
雷
太
（
芝
浦
製
作
所

所
長
な
ど
）、
杉
原
栄
三
郎
（
東
洋
メ

リ
ヤ
ス
社
長
な
ど
）
と
い
う
２
人
の
副

会
頭
を
差
し
置
い
て
、
元
大
蔵
官
僚
の

添
田
壽
一
（
日
本
興
業
銀
行
初
代
総
裁

な
ど
）
に
決
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、

渋
沢
の
息
が
か
か
っ
た
人
事
だ
と
断
じ

て
い
る
。「
事
業
界
に
何
ら
の
功
績
あ
る

を
聞
か
な
い
無
資
格
者
」
で
あ
る
添
田

を
会
頭
と
し
て
拝
み
奉
る
の
は
、
社
会

全
体
が
渋
沢
へ
の
「
盲
従
と
い
う
病

気
」
に
か
か
っ
て
い
る
証
拠
だ
と
い
う

の
で
あ
る
。

「
か
ね
が
ね
恩
顧
を
被
っ
て
い
る
者
は

仕
方
が
な
い
が
、
そ
う
で
な
い
者
ま
で

も
盲
従
す
る
と
は
ふ
が
い
な
い
話
だ
。

　

腹
で
は
反
対
を
唱
え
な
が
ら
、
面
と

向
か
っ
て
は
賛
成
の
意
を
表
す
る
。
い

つ
も
こ
ん
な
表
裏
相
反
す
る
行
動
に
出

で
ね
ば
な
ら
ぬ
と
は
、
日
本
人
も
憫び
ん
然ぜ
ん

の
至
り
で
は
な
い
か
」
と
福
沢
は
嘆
く
。

　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
指
摘
が
通
じ
た

の
か
、
こ
の
記
事
か
ら
４
カ
月
後
、
会

頭
に
は
一
転
、
藤
山
が
就
任
し
て
い
る
。

　
他
に
も
「
今
一
つ
滑
稽
な
の
は
、
東

京
で
官
民
一
致
の
下
に
国
家
的
事
業
と

か
、
慈
善
事
業
等
と
か
を
議
す
る
場
合

に
多
く
の
人
が
参
集
す
る
と
き
、
東
京

で
の
〝
振
り
出
し
〟
は
い
つ
も
渋
沢
に

定
ま
っ
て
い
る
」
と
も
指
摘
す
る
。

　
つ
ま
り
、
多
く
の
事
業
で
渋
沢
が
発

起
人
と
な
り
、
門
下
に
あ
る
財
界
人
が

賛
同
者
と
し
て
名
を
連
ね
る
。
し
か
し
、

門
下
で
な
い
人
物
は
蚊
帳
の
外
に
置
か

れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
し
ば
し
ば
あ
り
、

「
渋
沢
の
門
下
で
な
け
れ
ば
人
で
な
い

か
の
ご
と
き
取
り
扱
い
は
、
ち
と
笑
止

と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
語
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
権
力
者
の
意
向
を

忖
度
し
な
が
ら
事
が
進
ん
で
い
く
と
い

う
構
図
が
、
１
０
０
年
前
も
今
も
変
わ

っ
て
い
な
い
の
は
、
情
け
な
い
限
り
だ
。国立国会図書館

国立国会図書館 国立国会図書館

諭
吉
の
娘
婿
・
福
沢
桃
介
が
苦
言

「
渋
沢
栄
一
に〝
盲
従
〟す
る

  

財
界
の
病
理
」

1868年8月13日～1938年2月15日

3月1日号
年1917

M
om

o
su

ke
 F

u
ku

zaw
a

小
林
一
三
が
描
い
た

国
民
劇
の
未
来

「
日
比
谷
を

巨
大
な

劇
場
街
に
！
」

1873年1月3日～1957年1月25日

2月21日号
年1934

小林一三
阪急東宝グループ創業者

Ichizo Kobayashi

製
紙
王
・

藤
原
銀
次
郎
が
大
正
末
期
に
憂
え
た

「
日
本

も
の
づ
く
り
の

粗
悪
ぶ
り
」

1869年7月25日～1960年3月17日

6月1日号
年1926

藤
原
銀
次
郎

王
子
製
紙
初
代
社
長

G
in

jir
o
 F

u
jiw

ar
a 福沢桃介

大同電力初代社長

特集2 Special Feature 2

変
化
に
勝つ
た
め
に
何
を
考
え
、

ど
う
行
動
し
た
の
か
？

先
人
に
学
ぶ
！

１
９
１
３
年
の
創
刊
以
来
、
本
誌
に
は
日
本
の
産
業
史
に
名
を
残
す
多
く
の

大
経
営
者
が
登
場
し
て
き
た
。
彼
ら
の
含
蓄
あ
る
言
葉
は
、
時
を
越
え
て
我

々
の
進
む
べ
き
道
、
正
し
い
経
営
の
あ
り
方
を
教
え
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
先

人
た
ち
の
発
言
を
、
よ
り
す
ぐ
っ
て
お
届
け
し
よ
う
。

創
刊
号

1913年5月10日号
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特集2 先人に学ぶ Special Feature 2

　

１
９
１
５
年
、
逓
信
省
（
現
総
務

省
）
の
官
僚
だ
っ
た
石
坂
泰
三
は
、
第

一
生
命
保
険
の
社
長
、
矢
野
恒
太
に
ス

カ
ウ
ト
さ
れ
、
後
継
者
含
み
で
第
一
生

命
に
入
社
す
る
。
す
ぐ
に
、
欧
米
の
生

命
保
険
事
業
を
学
ぶ
べ
く
、
米
国
、
英

国
、
ド
イ
ツ
を
歴
訪
す
る
１
年
余
り
の

視
察
旅
行
を
命
じ
ら
れ
た
。
当
時
と
し

て
は
得
難
い
経
験
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
石
坂
は
第
一
生
命
の
社
長

を
32
年
間
務
め
、
同
社
を
急
成
長
さ
せ

る
と
、
戦
後
は
大
規
模
な
労
働
争
議
が

常
態
化
し
て
経
営
危
機
に
あ
っ
た
東
京

芝
浦
電
気
（
現
東
芝
）
の
再
建
を
請
わ

れ
、
49
年
、
同
社
の
社
長
に
就
任
す
る
。

　
就
任
早
々
、
大
規
模
人
員
整
理
を
敢

行
し
、
労
使
の
対
立
解
消
に
め
ど
を
付

け
た
石
坂
は
、
50
年
に
２
カ
月
余
り
に

及
ぶ
欧
米
視
察
に
出
掛
け
て
い
る
。
そ

し
て
帰
国
し
て
早
々
の
50
年
10
月
11
日

号
で
、
欧
米
の
産
業
界
の
実
態
と
、
そ

こ
か
ら
見
え
た
戦
後
の
日
本
が
復
興
し

て
い
く
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
語
っ
て

い
る
。
石
坂
が
指
摘
す
る
喫
緊
の
テ
ー

マ
は
「
生
産
性
向
上
」
で
あ
る
。

「
米
独
仏
み
ん
な
実
働
８
時
間
で
働
い

て
い
た
よ
。
そ
れ
な
の
に
日
本
で
は
実

働
７
時
間
で
拘
束
さ
れ
て
お
る
」
と
、

石
坂
は
欧
米
各
国
の
労
働
者
の
働
き
ぶ

り
に
舌
を
巻
い
て
帰
っ
て
き
た
。

「
フ
ラ
ン
ス
人
と
い
え
ば
、
歌
を
歌
っ

た
り
、
絵
を
描
い
た
り
、
踊
り
を
踊
っ

た
り
、
の
ん
き
に
や
っ
て
お
る
と
思
う

の
は
大
間
違
い
。
一
般
の
フ
ラ
ン
ス
人

は
大
い
に
働
い
て
い
る
」

　
大
い
に
危
機
感
を
覚
え
て
帰
国
し
た

石
坂
だ
が
、「
帰
る
早
々
東
芝
の
工
場
を

ず
っ
と
回
っ
て
見
た
。
と
こ
ろ
が
お
か

し
い
で
す
ね
。
留
守
に
し
た
の
は
ち
ょ

っ
と
２
カ
月
、
そ
れ
以
前
も
入
れ
て
４
、

５
カ
月
ぶ
り
で
工
場
を
訪
れ
た
わ
け
だ

が
、
行
っ
て
み
る
と
、
非
常
に
模
様
が

変
わ
っ
て
い
る
。
従
業
員
た
ち
も
な
か

な
か
よ
く
働
い
て
い
た
」。

　
日
々
刻
々
と
進
歩
す
る
戦
後
日
本
の

姿
が
う
か
が
え
る
。

　

ソ
ニ
ー
と
い
う
戦
後
を
代
表
す
る

「
元
祖
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
」
を
つ
く
り

上
げ
た
盛
田
昭
夫
へ
の
１
９
６
７
年
10

月
１
日
号
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
。

「
日
本
の
経
営
者
は
国
際
レ
ベ
ル
か
」

と
い
う
特
集
内
で
掲
載
さ
れ
た
も
の
だ
。

　
盛
田
は
「
経
営
者
た
る
も
の
は
、
自

分
の
経
営
体
を
率
い
て
、
競
争
に
勝
つ

と
い
う
こ
と
が
使
命
で
あ
り
、
そ
れ
以

外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
」
と
、
そ
こ

に
は
日
本
企
業
も
海
外
企
業
も
違
い
は

な
い
と
前
提
を
置
く
。
し
か
し
、
競
争

に
勝
つ
た
め
に
は
何
を
す
べ
き
か
と
い

う
姿
勢
に
、
日
本
の
経
営
者
に
は
甘
さ

が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

「
ア
メ
リ
カ
で
は
、
じ
っ
と
し
て
い
た

の
で
は
絶
対
に
給
料
は
上
が
ら
な
い
し
、

偉
く
も
な
れ
な
い
。
自
分
の
実
力
で
給

与
を
増
や
し
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い

く
以
外
に
方
法
が
な
い
。
だ
か
ら
、
自

分
の
実
力
を
生
か
せ
な
い
職
場
は
損
だ

と
考
え
る
。

　

日
本
で
は
会
社
は
一
つ
の
大
き
な
オ

ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
い
ろ
ん

な
部
署
を
勉
強
さ
せ
ら
れ
て
、
年
が
た

て
ば
ひ
と
り
で
に
上
に
上
っ
て
い
く
。

だ
か
ら
、
他
人
が
こ
う
し
た
か
ら
、
自

分
も
そ
う
し
よ
う
と
い
う
、
皆
と
同
じ

こ
と
を
や
る
人
が
偉
く
な
り
、
皆
と
違

う
こ
と
を
や
る
人
は
偉
く
な
ら
な
い
」

「
ア
メ
リ
カ
の
経
営
者
は
よ
く
働
く
と

い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
当
然
で
あ
る
。
よ

く
働
く
か
ら
偉
く
な
っ
た
の
だ
。
日
本

は
そ
う
で
は
な
い
。
一
生
懸
命
働
い
て

き
た
後
に
、
だ
ん
だ
ん
偉
く
な
っ
た
の

だ
か
ら
、
偉
く
な
っ
た
ら
、
も
う
楽
を

し
て
も
い
い
と
い
う
観
念
が
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
同
じ
〝
偉
い
〟
の
で
も
、

日
本
で
い
う
〝
偉
く
な
る
〟
の
は
神
様

に
近
づ
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
ア
メ
リ

カ
は
、
働
く
人
が
上
に
立
っ
て
い
る
だ

け
の
話
で
、
責
任
も
重
く
な
る
し
、
よ

り
働
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」

　
こ
う
し
た
発
言
か
ら
50
年
余
り
が
た

っ
た
が
、
さ
て
日
本
の
経
営
者
の
質
は

ど
れ
だ
け
向
上
し
た
だ
ろ
う
か
。

　
茨
城
県
に
あ
っ
た
日
立
鉱
山
を
拠
点

と
す
る
久
原
鉱
業
所
が
、
変
圧
器
、
電

動
機
、
発
電
機
、
電
気
機
関
車
と
い
っ

た
鉱
山
関
連
の
機
械
の
修
理
を
目
的
に

設
立
し
た
の
が
日
立
製
作
所
だ
。

　
日
立
鉱
山
で
工
作
課
長
を
務
め
て
い

た
電
気
技
師
の
小
平
浪
平
が
、
１
９
１

０
年
に
創
業
し
た
。
も
っ
と
も
小
平
は
、

修
理
に
と
ど
ま
ら
ず
、
設
備
の
国
産
化

に
乗
り
出
す
。
そ
の
た
め
に
東
京
帝
国

大
学
（
現
東
京
大
学
）
電
気
工
学
科
の

学
生
を
続
々
と
引
き
入
れ
、
開
発
力
を

高
め
て
い
く
。
さ
ら
に
鉱
業
と
い
う
枠

か
ら
も
飛
び
出
し
、
総
合
電
機
メ
ー
カ

ー
へ
と
歩
み
を
進
め
て
い
っ
た
。

　
第
２
次
世
界
大
戦
後
、
２
代
目
社
長

に
就
い
た
倉
田
主
税
も
小
平
と
同
様
、

技
術
力
の
重
要
性
と
国
産
化
へ
の
こ
だ

わ
り
を
強
く
訴
え
た
。
と
り
わ
け
戦
後

の
復
興
に
は
科
学
技
術
の
向
上
が
欠
か

せ
な
い
と
痛
感
し
て
い
た
。

　
56
年
10
月
２
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
倉
田
は
持
論
を
展
開

し
つ
つ
、
理
工
科
系
の
人
材
が
足
り
な

い
と
嘆
い
て
い
る
。

「
根
本
は
学
校
教
育
の
理
工
科
系
の
者

を
75
％
く
ら
い
に
し
て
、
法
文
系
を
25

％
く
ら
い
に
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す

ね
。
私
の
方
な
ど
全
部
理
工
科
系
で
も

よ
い
と
い
う
く
ら
い
で
す
。
や
っ
ぱ
り

人
数
が
多
く
な
け
れ
ば
、
優
秀
な
者
は

集
ま
り
ま
せ
ん
か
ら
…
…
。

　

そ
れ
か
ら
、
中
小
企
業
の
技
術
指
導

に
、
も
っ
と
技
術
庁
や
通
産
省
が
本
腰

を
入
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
」

　
倉
田
の
「
真
に
創
意
あ
る
国
産
技
術

を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
国
全
体
で
先

導
的
・
基
盤
的
研
究
に
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
」
と
の
思
い
は
強
く
、
60
年
に

は
日
本
科
学
技
術
振
興
財
団
の
初
代
会

長
に
就
任
。
ま
た
、
若
い
研
究
者
を
育

て
、
科
学
技
術
を
振
興
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
69
年
に
日
立
の
会
長
退
任
の
際

に
は
、
自
ら
の
退
職
慰
労
金
か
ら
２
億

円
（
現
在
の
価
値
で
約
40
億
円
）
を
出

資
し
て
国
産
技
術
振
興
会
を
設
立
し
た
。

　
第
２
次
世
界
大
戦
前
に
、
日
立
製
作

所
、
日
産
自
動
車
、
日
本
鉱
業
（
現
Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）、
日

立
造
船
、
日
本
水
産
な
ど
１
４
１
社
を

擁
す
る
日
産
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
を
一
代
で

築
き
上
げ
た
鮎
川
義
介
。
希
代
の
起
業

家
で
あ
る
が
、
晩
年
に
は
中
小
企
業
の

振
興
に
力
を
入
れ
た
。

　
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
財
閥
解
体
と

公
職
追
放
に
よ
り
、
日
産
コ
ン
ツ
ェ
ル

ン
は
鮎
川
の
手
中
か
ら
離
れ
、
自
身
も

Ａ
級
戦
犯
の
容
疑
で
巣
鴨
拘
置
所
に
20

カ
月
拘
置
さ
れ
る
。 

獄
中
で
鮎
川
は
、

戦
後
の
日
本
復
興
策
に
思
い
を
巡
ら
せ

る
。
財
閥
解
体
で
大
企
業
が
力
を
失
う

中
、
中
小
企
業
の
振
興
こ
そ
が
日
本
経

済
復
興
の
鍵
を
握
る
と
見
立
て
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
中
小
企
業
経
営
者
と
い

う
の
は
“
お
山
の
大
将
”
ば
か
り
で
、

団
結
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
。
だ
か

ら
大
企
業
の
よ
う
な
政
治
力
を
な
か
な

か
持
ち
得
な
い
の
が
問
題
と
指
摘
す
る
。

「
中
小
企
業
者
関
係
の
１
５
０
０
万
人

を
上
回
る
票
の
行
方
は
、
大
き
な
力
と

な
る
。
こ
れ
を
い
つ
ま
で
も
浮
動
票
の

ま
ま
放
置
し
て
お
か
な
い
で
、
固
め
て

投
下
で
き
る
力
に
し
な
い
と
」

　
鮎
川
は
ま
た
、
際
限
な
い
価
格
競
争

で
中
小
企
業
同
士
が
疲
弊
す
る
状
況
を

憂
い
、
公
正
な
経
済
活
動
を
確
保
す
る

中
小
企
業
団
体
法
の
制
定
を
訴
え
た
。

「（
中
小
企
業
は
）
今
ま
で
カ
ラ
カ
ラ

に
な
る
ま
で
安
売
り
競
争
を
や
り
、
労

働
力
の
無
駄
遣
い
を
や
っ
て
き
て
お
る
。

今
の
日
本
の
中
小
企
業
に
、
根
深
く
巣

く
っ
て
い
る
風
土
病
だ
と
思
う
」

　
だ
が
一
方
、
戦
後
の
日
本
は
鮎
川
が

予
想
し
た
方
向
と
は
少
し
ず
つ
ず
れ
て

い
っ
た
。
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
日

本
が
米
国
の
軍
事
拠
点
と
な
り
、
軍
需

産
業
を
興
す
必
要
性
か
ら
、
財
閥
解
体

は
中
途
半
端
に
終
わ
り
、
大
企
業
主
導

の
経
済
復
興
策
が
採
ら
れ
た
か
ら
だ
。

結
局
、
多
く
の
中
小
企
業
は
大
企
業
系

列
、
下
請
け
と
い
っ
た
か
た
ち
で
再
編

成
さ
れ
て
い
っ
た
。

国立国会図書館

日
産
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
創
始
者
・

鮎
川
義
介
が
戦
後

中
小
企
業
振
興
に

乗
り
出
し
た
理
由

1880年11月6日～1967年2月13日

6月23日号
年1956

鮎
川
義
介

日
産
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
創
始
者

Y
o
sh

isu
ke

 A
yu

kaw
a

ソ
ニ
ー・盛
田
昭
夫
が
60
年
代
に
説
い
た

国
際
競
争
に
勝
て
る

経
営
者
の
条
件

1921年1月26日～99年10月3日

10月1日号
年1967

A
kio

 M
orita

盛
田
昭
夫

ソ
ニ
ー
副
社
長

東
芝
・
石
坂
泰
三
社
長
が

戦
後
早
々
の
欧
米
視
察
で

確
信
し
た

日
本
復
活
の
道

1886年6月3日～1975年3月6日

10月11日号
年1950

石
坂
泰
三

東
芝
社
長

T
aizo

 Ish
izaka

日
立
の
2
代
目
社
長
・
倉
田
主
税
の
主
張

「
学
校
教
育
は
75
％
を

理
工
科
系
に
」

1886年3月1日～1969年12月25日

10月2日号
年1956

C
h

ikar
a

K
u
r
ata

倉
田
主
税

日
立
製
作
所
2
代
目
社
長
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ホ
ン
ダ
の
創
業
者
、
本
田
宗
一
郎
は

１
９
７
３
年
、
65
歳
の
と
き
に
、
大
卒

第
１
号
社
員
だ
っ
た
河
島
喜
好
を
社
長

に
指
名
し
、
現
役
引
退
を
宣
言
し
た
。

世
襲
を
良
し
と
せ
ず
、
３
人
の
子
供
た

ち
は
会
社
に
す
ら
入
れ
て
い
な
い
。
鮮

や
か
な
引
き
際
で
世
間
を
驚
か
せ
た
。

　
81
年
１
月
31
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
、

す
で
に
経
営
か
ら
離
れ
た
本
田
が
74
歳

の
と
き
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
だ
。

「
俺
は
子
供
の
と
き
か
ら
モ
ビ
リ
テ
ィ

に
富
ん
で
い
て
、
移
動
す
る
も
の
が
好

き
だ
っ
た
」
と
い
う
本
田
ら
し
く
、
人

生
を
飛
行
機
に
例
え
、「
人
生
は
離
陸
に

始
ま
っ
て
、
着
陸
に
終
わ
る
。
着
陸
し

た
と
き
、
大
福
帳
に
幾
ら
残
っ
て
い
る

か
が
、
そ
の
人
の
人
生
の
幸
福
さ
だ
と

思
う
ね
」
と
表
現
す
る
。

「
離
陸
っ
て
い
う
の
は
ね
、
あ
ん
な
も

の
ほ
っ
と
き
さ
え
す
れ
ば
離
陸
す
る
よ

う
に
飛
行
機
は
で
き
て
い
る
ん
だ
か
ら
。

し
か
し
、
着
陸
は
難
し
い
。
飛
行
機
の

事
故
は
、
だ
い
た
い
着
陸
の
と
き
に
失

敗
し
て
い
る
。

　

飛
行
機
っ
て
い
う
の
は
、
俺
は
、
人

生
と
同
じ
だ
と
思
っ
て
い
る
で
す
よ
。

　

離
陸
す
る
方
は
ね
、
自
分
の
意
志
じ

ゃ
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
生
ま
れ
て
く

る
方
は
ね
。
お
や
じ
や
お
ふ
く
ろ
の
意

志
で
、
俺
は
知
ら
ん
間
に
離
陸
し
た
ん

だ
か
ら
。

　

そ
れ
と
反
対
に
、
着
陸
は
自
分
の
意

志
な
ん
で
す
よ
。
自
分
が
今
ま
で
や
っ

て
き
た
総
決
算
と
し
て
着
陸
す
る
ん
だ

か
ら
。
後
世
の
人
に
悪
口
言
わ
れ
る
よ

う
な
着
陸
は
し
た
く
な
い
」

　
そ
し
て
そ
の
“
美
学
”
は
、
経
営
者

と
し
て
の
引
き
際
に
も
通
ず
る
よ
う
だ
。

「
や
っ
ぱ
り
社
長
は
早
く
辞
め
た
方
が

い
い
な
。
い
つ
ま
で
も
や
っ
て
い
る
と
、

会
社
が
お
か
し
く
な
っ
て
か
ら
辞
め
な

く
ち
ゃ
い
け
な
く
な
る
。
早
く
、
能
力

の
あ
る
人
に
譲
っ
て
、
ね
、
楽
な
着
陸

を
し
た
方
が
い
い
で
す
よ
。
あ
ん
ま
り

た
く
さ
ん
、
お
荷
物
を
し
ょ
わ
ず
に
着

陸
す
る
方
が
、
着
陸
し
や
す
い
」

ド
ラ
ッ
カ
ー
が
１
９
９
３
年
に
予
言

「
こ
れ
は

不
況
で
は
な
い
。

20
年
は
続
く

〝
変
革
の
時
〟」

1909年11月19日～2005年11月11日

11月13日号
年1993

P・F・ドラッカー
クレアモント大学大学院教授

Peter Ferdinand 
Drucker

　
今
か
ら
約
30
年
前
と
な
る
１
９
８
９

年
12
月
29
日
。
年
内
最
後
の
取
引
日

「
大
納
会
」
で
、
日
経
平
均
株
価
は
史

上
最
高
値
を
付
け
た
。
そ
の
後
、
日
経

平
均
は
最
高
値
を
一
度
も
更
新
す
る
こ

と
な
く
、
日
本
経
済
は
長
い
停
滞
の
期

間
を
経
て
、
現
在
に
至
る
。

　
30
年
後
の
世
界
に
暮
ら
す
わ
れ
わ
れ

は
、
そ
の
経
緯
を
全
て
知
っ
て
い
る
が
、

当
時
、
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
が
そ
ん
な
に

先
で
あ
る
こ
と
を
予
見
で
き
た
人
物
は

ど
れ
だ
け
い
た
だ
ろ
う
か
。

　
だ
が
、
経
営
学
者
の
ピ
ー
タ
ー
・
Ｆ

・
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

93
年
11
月
13
日
号
で
、
日
本
経
済
の
先

行
き
を
正
確
に
言
い
当
て
て
い
た
。

「
不
況
と
い
う
言
葉
は
不
適
切
」
と
ド

ラ
ッ
カ
ー
は
語
り
、「
不
況
に
陥
っ
て
い

る
と
い
う
よ
り
は
変
革
期
と
い
う
か
、

節
目
の
時
期
に
突
入
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
」
と
指
摘
。
そ
し
て
、
こ
の
状

況
が
続
く
の
は
「
10
年
か
ら
20
年
く
ら

い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
そ
ん

な
に
長
期
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
が
政
治
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
経
済
に
お
い
て
も
、

非
常
に
基
本
的
な
変
革
の
時
期
だ
か
ら

で
す
」
と
い
う
。

　
93
年
時
点
で
そ
こ
ま
で
悲
観
的
な
指

摘
が
で
き
た
人
物
は
そ
う
い
な
い
。
な

に
し
ろ
、
バ
ブ
ル
の
象
徴
の
よ
う
に
語

ら
れ
る
ジ
ュ
リ
ア
ナ
東
京
は
、
ま
だ
こ

の
時
期
、
絶
賛
営
業
中
で
あ
る
。
阪
神

淡
路
大
震
災
も
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
も

起
き
て
い
な
い
し
、
大
手
金
融
機
関
の

倒
産
ラ
ッ
シ
ュ
も
数
年
後
の
こ
と
だ
。

　
し
か
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
ド
ラ
ッ
カ

ー
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
慣
れ
親
し

ん
だ
12
歳
の
孫
の
話
を
例
に
引
き
、「
こ

う
し
た
世
代
が
、
い
わ
ゆ
る
伝
統
的
企

業
の
枠
組
み
に
し
っ
く
り
収
ま
る
か
、

私
は
疑
問
で
す
」
と
、
デ
ジ
タ
ル
ネ
ー

テ
ィ
ブ
世
代
の
登
場
と
、
彼
ら
が
け
ん

引
し
て
い
く
「
ナ
レ
ッ
ジ
（
知
識
）」

を
軸
と
し
た
新
し
い
社
会
へ
の
移
行
の

話
題
に
も
触
れ
て
い
る
。
ド
ラ
ッ
カ
ー

の
慧
眼
に
は
驚
嘆
す
る
し
か
な
い
。

　
堀
場
雅
夫
は
、
京
都
大
学
在
学
中
の

１
９
４
５
年
に
堀
場
無
線
研
究
所
（
現

堀
場
製
作
所
）
を
創
業
し
た
。
今
で
い

う
学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
元
祖
だ
。

　
71
年
に
株
式
公
開
し
た
際
に
堀
場
が

宣
言
し
た
の
が
「
社
長
50
歳
定
年
制
」。

企
業
ト
ッ
プ
は
最
も
活
躍
し
て
い
る
と

き
に
こ
そ
後
進
に
道
を
譲
る
べ
き
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。
実
際
に
78
年
、
53
歳

で
堀
場
は
社
長
を
退
任
す
る
。

　
会
長
に
就
任
し
た
の
を
機
に
、
堀
場

は
社
是
を
「
お
も
し
ろ
お
か
し
く
」
と

定
め
た
。
従
業
員
が
「
お
も
し
ろ
お
か

し
く
」
仕
事
を
す
れ
ば
、
発
想
力
や
想

像
力
が
増
す
と
と
も
に
、
効
率
も
上
が

り
企
業
価
値
が
高
ま
る
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
驚
く
こ
と
に
堀
場
は
、
昨
今
、
働
き

方
改
革
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
注

目
さ
れ
る
週
休
３
日
制
を
86
年
に
導
入

し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
構
想
は
70

年
代
か
ら
持
っ
て
い
た
と
い
う
。

「
ウ
チ
が
週
休
２
日
制
を
導
入
し
た
の

は
確
か
68
年
か
ら
な
ん
で
す
が
、
そ
の

と
き
は
月
に
１
回
だ
け
土
曜
日
を
休
み

に
し
て
、
そ
の
後
、
徐
々
に
休
み
を
増

や
し
て
い
っ
て
５
年
間
か
か
っ
て
完
全

週
休
２
日
制
に
な
っ
た
ん
で
す
。
72
年

の
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
、
週
休
２
日
制

が
完
成
し
た
ら
、
次
は
週
休
３
日
を
考

え
て
い
こ
う
や
な
い
か
、
と
。
ま
あ
、

進
歩
の
法
則
で
す
な
」

　
一
方
、
１
日
増
え
た
休
み
の
間
に
何

を
す
る
か
、
有
意
義
な
時
間
の
過
ご
し

方
が
新
し
い
テ
ー
マ
と
な
る
よ
う
だ
。

「
企
業
へ
何
か
の
プ
ラ
ス
の
か
た
ち
に

な
っ
て
反
映
さ
れ
て
く
る
の
か
、
そ
れ

と
も
個
人
に
全
く
新
し
い
価
値
観
を
生

ま
せ
る
の
か
。
あ
る
い
は
、
疲
れ
果
て

て
全
て
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
か
…
…
。

面
白
い
１
日
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
ね
ぇ
」
と
堀
場
。

　
１
日
増
え
た
休
み
に
「
幸
福
と
は
何

か
」「
真
の
豊
か
さ
と
は
何
か
」
を
考
え

直
す
。
堀
場
は
そ
ん
な
時
間
を
持
つ
大

事
さ
を
訴
え
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
１
年
ぐ
ら
い
米
国
に
と
ど
ま
っ
て
、

じ
っ
く
り
と
米
国
と
い
う
国
を
見
て
み

た
い
」。
か
ね
て
そ
う
語
っ
て
い
た
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
創
業
者
、
松
下
幸
之
助

（
当
時
相
談
役
）
は
、
１
９
８
１
年
の

年
末
に
５
年
ぶ
り
と
な
る
米
国
訪
問
を

果
た
し
た
。
そ
の
手
記
が
82
年
１
月
２

日
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
当
時
の
米
国
は
、
70
年
代
か
ら
続
く

高
イ
ン
フ
レ
と
高
失
業
率
に
よ
る
不
況

に
あ
え
い
で
い
た
。
81
年
に
誕
生
し
た

ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
よ
る
、

大
規
模
な
減
税
、
規
制
緩
和
、
軍
事
費

拡
大
な
ど
を
柱
と
す
る
経
済
政
策
（
レ

ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス
）
が
始
ま
っ
て
い
た
が
、

ま
だ
、
そ
の
成
果
は
表
れ
て
い
な
い
。

　
一
方
、
米
国
市
場
で
は
日
本
の
自
動

車
や
家
電
製
品
が
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
、

「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
」
と
い
う
言
葉
と
共
に
、
日
本
経
済

が
自
信
を
深
め
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
。

　
松
下
は
、「
こ
の
と
こ
ろ
、
日
本
的
経

営
な
ど
と
よ
く
い
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。

日
本
の
強
さ
み
た
い
な
こ
と
が
、
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
で
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
。

　

確
か
に
米
国
の
一
部
の
産
業
な
ど
は
、

日
本
の
製
品
に
押
さ
れ
っ
放
し
で
、
今

で
は
す
っ
か
り
勢
い
を
な
く
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
日
本

は
そ
れ
に
う
っ
か
り
乗
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
間
違
え
て
も
い
い
気
に
な
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
な
。
米
国
と
い
う
国
の

力
は
、
決
し
て
こ
ん
な
も
ん
で
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

「
日
本
と
日
本
人
は
、
30
年
間
も
高
度

成
長
を
続
け
て
き
て
、
そ
れ
に
慣
れ
て

し
ま
っ
た
。
や
す
き
に
流
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
過
去
は
過
去
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
は
新
し
く
考
え
て
い
か

な
い
と
、
い
つ
ま
で
も
楽
し
て
い
け
る

も
ん
で
は
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
は
長
く

は
続
き
ま
せ
ん
。

　

い
い
気
に
な
っ
て
い
る
と
、
今
に
、

日
本
は
追
い
詰
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す

よ
。
人
の
ふ
り
見
て
わ
が
ふ
り
直
せ
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
」

本
田
宗
一
郎
が
晩
年
に
語
っ
た

「
人
生
は
飛
行
機
な
り
、

立
派
に

着
陸
し
た
い
」

1906年11月17日～1991年8月5日

1月31日号
年1981

本
田
宗
一
郎

ホ
ン
ダ
創
業
者

S
oich

ir
o
 H

on
d
a

松
下
幸
之
助
の
80
年
代
米
国
訪
問
記

「
日
本
は

お
だ
て
ら
れ
て
、

調
子
に
乗
る
な
」

1894年11月27日～1989年4月27日

1月2日号
年1982

Konosuke 
Matsushita

松
下
幸
之
助

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
創
業
者

「
週
休
3
日
制
」を

１
９
８
６
年
に
導
入

堀
場
雅
夫
が

問
い
掛
け
た

真
の
豊
か
さ

1924年12月1日～2015年7月14日

1月2日号
年1988

Masao Horiba

堀
場
雅
夫

堀
場
製
作
所
会
長
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毎週膨大なデータに基づいた特集、素晴らしいと思
います。女性・49・大手精密機器メーカー

いつも「このテーマを取り上げたか」とうならされていま
す。今後も期待しています。男性・58・自営業

週刊ダイヤモンドの魅力の一つがランキング集計であ
り、このランキングの意味をどこまで拾えるか、それがビ
ジネスマンの実力だと思っています。男性・50・不動産

引き続き、貴誌を「通信大学」と思って読みたいです。
女性・39・運輸業

定期購読にて毎週楽しく、端から端まで読んでいます。
日本に参入している外資系企業を特集した記事も面
白いのではないでしょうか。国内企業とは違う風土など
もあると思います。男性・46・外資系メーカー

図をたくさん使って分かりやすいのが週刊ダイヤモンド
の強いところだと思います。男性・55・化学品専門商社

いつも楽しく読んでいます。間違いなく影響し、人生が
変わっています。男性・56・農業

気になった記事を社内のミーティングで話題にしてい
ます。男性・58・環境関連

経済やトレンド、日本だけではなく世界の考えを知るに
足る雑誌だと思います。やはり生きた活字が好きです。
男性・63・不動産

毎号届くのを楽しみにしています。週末から1週間か
けてじっくり拝読しています。今後のテーマにも期待し
ています。男性・63・リサイクルメーカー

決算書特集は、いつも楽しみにしています。業種横断
的かつ経営分析の指標を満遍なく学習できるので、
講義でも紹介をしています。男性・48・大学教授

大変興味深い情報ばかりで、1週間に何度も読み返
して自分の情報源にしています。男性・47・IT関連

決算書の見方に関する記事は、本職からしても非常
に工夫されていて見やすく、分かりやすい、という印象
があります。男性・42・会計士

毎週、今日的課題を読めて、とても参考になります。
男性・55・区役所

実際に特集記事を書くまでにどのような工程があるの
か、ダイヤモンドの特集ができるまでの記事を読んで
みたいです（勉強になりそうなので）。男性・32・大手
通信キャリア

中高年、管理職がメインターゲットのようですが、若い
人の気持ちや不安を取り除くための記事があれば、
部下の気持ちにも近づけるのかと思います。女性・46
・医療機器開発

コロナ禍の影響で仕事がなくなり収入が激減し、株投
資の勉強をしようと思った時に、本屋で「株特集」の
表紙を見て、初めて貴誌を拝読しました。今後読みた
い記事は日本の第1次産業の未来です。日本の農林
水産業が将来どうなっていくのか不安なので、現状や
対策などが気になります。 女性・33・パート・アルバイト

いつも見やすいレイアウトで、毎週楽しみに拝読して
います。SDGsやESGについて、それらの意味を＂知
る＂ことはできましたが、それらが自分たちの生活にどう
影響してくるのか＂理解＂できていないので取り上げて
ほしい。男性・29・ITコンサルティング

今後、読みたいテーマは「気候変動問題とヴィーガン、
これらにまつわる経済」です。男性・34・中央官庁

コロナ禍の日本と世界の経済動向や、コロナ後に訪
れる新しい世界像、金融工学を含めた新しい技術動
向を俯瞰した記事を期待しています。ミクロの記事は
周囲に溢れていますが、マクロ動向を扱うものが少な
く欲求不満となっています。男性・56・ITコンサルタント

貴誌を読み、コロナ禍が当たり前となった今、これまで
先送りしていた課題で困っている業界が多いと認識
し始めました。もともと将来性が怪しまれていた業界は
苦しみ、伸びていた業界は変わらず成長している感が
あります。男性・30・経営コンサルタント

1980年代のポール・ボネ氏の「不思議の国ニッポン」連
載の頃から読んでいます。社会の動きを知るのにテレビニ
ュースや新聞、大衆週刊誌とは違う、落ち着いた視点で
の記事に安心感を持っています。男性・64・大手ゼネコン

ダイヤモンド・オンラインの記事も読んでいますが、ブ
ルーライトを避けるため紙の雑誌も併読しています。
雑誌の記事がシンクロしてより深い内容を知ることが
できて、新しいメディアの形ができていると思います。
男性・47・大手電機メーカー

週刊ダイヤモンドへの感想、期待する記事　性別・年齢・業種読者に聞きました
読 者 の 声


